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模
を
誇
る
。

ま
た
、
「
板
金
・
塗
装
＋
ト

ラ
ッ
ク
ボ
デ
ー
架
装
工
場
」
の

施
設
見
学
を
行
っ
た
。
同
工
場

は
ト
ラ
ッ
ク
に
対
応
し
た
フ
レ

ー
ム
修
正
機
や
塗
装
ブ
ー
ス
を

完
備
。
事
故
車
両
の
修
理
・
塗

装
に
加
え
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
塗

装
や
新
車
の
全
塗
装
も
で
き

る
。
ト
ラ
ッ
ク
の
架
装
の
た
め

の
設
備
や
、
Ｄ
Ｐ
Ｆ
（
デ
ィ
ー

ゼ
ル
排
気
微
粒
子
除
去
装
置
）

洗
浄
用
の
最
新
鋭
の
機
器
も
備

え
る
。
指
定
工
場
と
し
て
車
検

・
整
備
を
行
う
既
存
の
工
場
と

併
せ
て
、
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
ス
カ
ニ
ア
、
ボ
ル
ボ
の
車
両

や
、
カ
ス
タ
ム
ト
ラ
ッ
ク
も
展

示
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
招
き
、

軽
食
も
提
供
し
た
。

（
朽
木
崇
洋
）

で
イ
ベ
ン
ト
を
開
い
た
。
グ
ル

ー
プ
で
販
売
す
る
中
古
ト
ラ
ッ

ク
な
ど
を
多
数
展
示
。
４
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
新
工
場
も
公
開

し
た
。

例
年
は
本
社
を
置
く
旭
川
市

で
感
謝
祭
を
開
い
て
い
る
。
今

回
、
新
工
場
が
稼
働
し
た
こ
と

と
、
併
設
す
る
ト
ラ
ッ
ク
展
示

場
「
２
７
５
ト
ラ
ッ
ク
セ
ン
タ

ー
」
を
拡
張
し
た
こ
と
を
受

け
、
札
幌
圏
で
イ
ベ
ン
ト
を
行

っ
た
。

｢

中
古
ト
ラ
ッ
ク
大
商
談
会｣

と
し
て
、
ト
ラ
ッ
ク
や
建
設
機

械
、
特
殊
車
両
な
ど
３
５
０
台

超
を
展
示
し
た
。
展
示
場
と
工

場
合
わ
せ
て
６
万
平
方
㍍
の
敷

地
を
有
し
、
道
内
最
大
級
の
規

金
田
自
動
車
（
金
田
一
宏
社

長
、
北
海
道
旭
川
市
）
を
中
核

と
す
る
カ
ネ
タ
グ
ル
ー
プ
は
７

月
25
、
26
の
両
日
、
ト
ラ
ッ
ク

整
備
工
場
札
幌
店
（
江
別
市
）

ま
た
、
男
子
カ
ー
リ
ン
グ
チ

ー
ム
「
北
海
道
コ
ン
サ
ド
ー
レ

札
幌
」
の
選
手
が
講
師
役
を
務

め
る
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
の
体

験
会
も
実
施
し
、
子
ど
も
た
ち

は
カ
ー
リ
ン
グ
の
ル
ー
ル
や
送

球
の
コ
ツ
な
ど
を
学
ん
だ
。

（
高
清
水
彩
）

て
た
台
車
で
お
菓
子
や
ジ
ュ
ー

ス
の
集
荷
や
検
品
を
行
い
、
納

品
す
る
ま
で
の
一
連
の
流
れ
を

体
験
し
た
ほ
か
、
ト
ラ
ッ
ク
の

助
手
席
に
乗
っ
て
敷
地
内
を
一

周
す
る
乗
車
体
験
、
段
ボ
ー
ル

を
積
ん
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
完

成
さ
せ
る
パ
ズ
ル
な
ど
を
行
っ

た
。

や
内
輪
差
な
ど
を
解
説
。
物
流

体
験
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
に
見
立

っ
て
色
々
な
企
画
を
考
え
た
。

ま
た
、
当
社
の
お
客
さ
ま
に
協

賛
し
て
い
た
だ
き
、
お
菓
子
や

ジ
ュ
ー
ス
、
ラ
ー
メ
ン
な
ど
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
た
く
さ
ん
用
意

し
た
。
楽
し
ん
で
勉
強
し
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
同
社
が
ク
ラ
ブ
パ

ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
て
い
る
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
「
北
海
道
コ
ン
サ

ド
ー
レ
札
幌
」
の
中
村
桐
耶
選

手
と
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
「
ド
ー
レ
く
ん
」
が
登
場
。

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
す
る
こ
と
が
発
表
さ

れ
る
と
、
会
場
か
ら
は
歓
声
が

上
が
っ
た
。

交
通
安
全
教
室
で
は
、
ク
イ

ズ
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

を
交
え
て
、
ト
ラ
ッ
ク
の
死
角

恵
庭
（

恵
庭

市
）
で
、
小
学

１
～
３
年
生
の

児
童
と
保
護
者

を
対
象
に
、
物

流
社
会
科
見
学

会
を
開
催
し

た
。
交
通
安
全

教
室
や
職
業
体

験
を
通
じ
て
、

子
供
た
ち
に
交

通
安
全
と
物
流

の
役
割
を
啓
発

し
た
。

伊
藤
社
長
が

「
物
流
の
楽
し
さ
や
交
通
安
全

に
つ
い
て
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
社
員
で
知
恵
を
絞

シ
ズ
ナ
イ
ロ
ゴ
ス
（
伊
藤
功

一
郎
社
長
、
札
幌
市
白
石
区
）

は
７
月
27
日
、
物
流
セ
ン
タ
ー

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

帯
広
運
輸
支
局
の
德
田
陽
介

・
首
席
運
輸
企
画
専
門
官
が

「
農
産
物
輸
送
期
間
中
は
、
特

に
関
係
法
令
を
順
守
し
、
事
故

の
な
い
よ
う
に
連
絡
体
制
の
構

築
と
安
全
運
転
を
心
掛
け
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
呼
び
掛
け

た
。そ

の
後
、
山
崎
健
太
運
輸
企

画
専
門
官
が
「
管
外
運
送
事
業

者
に
係
る
申
請
手
続
き
」
、
坂

井
和
也
陸
運
技
術
専
門
官
は

「
農
産
物
等
輸
送
用
側
板
等
取

り
付
け
ダ
ン
プ
車
に
関
す
る
取

扱
い
要
領
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
解

説
し
た
。

（
高
清
水
彩
）

イ
レ
ー
ジ
、
ビ
ー
ト
、
牧
草
サ

イ
レ
ー
ジ
、
堆
肥
な
ど
）
の
輸

送
取
り
扱
い
に
関
す
る
説
明
会

を
開
き
、
輸
送
繁
忙
期
の
法
令

順
守
の
徹
底
を
図
っ
た
。

両
部
会
を
代
表
し
て
、
小
森

部
会
長
が
「
農
産
物
の
輸
送
に

つ
い
て
し
っ
か
り
確
認
し
、
取

り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
ほ

（
松
野
和
広
部
会
長
）
は
７
月

15
日
、
農
産
物
（
小
麦
、
バ
レ

イ
シ
ョ
、
コ
ー
ン
、
コ
ー
ン
サ

十
勝
地
区
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
部
会
（
小
森

忠
利
部
会
長
）
と
農
産
部
会

を
交
え
な
が
ら
、
軽
快
な
ト
ー

ク
で
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

終
了
後
は
交
流
会
が
開
か

れ
、
札
ト
協
の
髙
橋
秋
彦
専
務

が
乾
杯
の
音
頭
を
取
っ
た
ほ

か
、
北
見
地
区
ト
ラ
ッ
ク
協
会

女
性
部
会
の
伹
野
由
美
子
部
会

長
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

（
高
清
水
彩
）

な
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
制
服
や

企
業
ロ
ゴ
の
重
要
性
や
、
自
社

の
理
念
、
姿
勢
を
伝
え
る
「
コ

ー
ポ
レ
ー
ト
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

の
考
案
方
法
な
ど
を
解
説
。
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
成
功
事
例

さ
つ
。

本
部
の
松
橋
謙
一
会
長
と
北

海
道
運
輸
局
自
動
車
交
通
部
の

佐
伯
健
一
次
長
が
そ
れ
ぞ
れ
祝

辞
を
述
べ
た
。

そ
の
後
の
講
演
会
で
は
、
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
経
営

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
手

掛
け
る
ス
タ
ー
ブ
ラ
ン
ド
の
村

尾
隆
介
氏
が
「
地
域
・
業
界
で

『
違
っ
て
見
え
る
運
送
会
社
』

に
な
る
方
法
～
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
は
働
く
女
性
た
ち
の
味
方
に

指
し
、
女
性
な
ら
で
は
の
知
見

を
生
か
し
た
活
動
を
展
開
し
て

き
た
。
交
通
安
全
の
推
進
、
環

境
保
全
へ
の
取
り
組
み
、
業
界

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な
ど
、
女

性
の
力
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要

に
な
る
。
次
世
代
に
続
く
業
界

の
発
展
の
一
助
と
な
れ
る
よ
う

に
皆
で
協
力
し
よ
う
」
と
あ
い

北
海
道
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
女

性
部
会
（
四
戸
敬
子
部
会
長
）

は
７
月
18
日
、
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
女
性
部
会
の
北
海
道
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
を
札
幌
市
で
開
い

た
。四

戸
部
会
長
は
「
女
性
部
会

は
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
発

展
と
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目

は
、
顧
客
の
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ

た
機
能
を
搭
載

で
き
る
無
人
搬

送
車
（
Ａ
Ｇ

Ｖ
）
、
い
す
ゞ

エ
ン
ジ
ン
製
造
北
海
道
（
永
野

吉
高
社
長
、
苫
小
牧
市
）
は
、

経
済
的
で
環
境
保
全
に
も
つ
な

が
る
リ
ビ
ル
ト
エ
ン
ジ
ン
な
ど

を
紹
介
し
た
。

（
高
清
水
彩
）

プ
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
を
排
気
ガ

ス
で
温
め
て
、
荷
物
の
凍
結
や

雪
の
付
着
を
防
ぐ
排
気
リ
フ
ト

装
置
「
虎
蝶
」
を
紹
介
。

こ
の
ほ
か
、
三
ッ
輪
商
会

（
栗
林
延
年
社
長
、
釧
路
市
）

型
車
載
用
保
冷
ボ
ッ
ク
ス
や
非

対
面
で
宅
配
荷
物
、
処
方
薬
を

受
け
渡
し
で
き
る
冷
蔵
ロ
ッ
カ

ー
な
ど
を
展
示
。

ニ
ッ
コ
ー
（
佐
藤
一
雄
社

長
、
釧
路
市
）
は
、
特
殊
な
ウ

レ
タ
ン
ス
ポ
ン
ジ
を
使
用
し
た

ロ
ー
ラ
ー
を
搭
載
す
る
除
水
装

置
「
ス
イ
ト
ー
ル
」
を
展
示

し
、
レ
ト
ル
ト
パ
ウ
チ
に
付
着

し
た
水
分
を
除
水
す
る
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

三
和
ボ
デ
ー
工
業
（
林
直
明

社
長
、
北
広
島
市
）
は
、
ダ
ン

北
洋
銀
行
が
主
催
す
る
「
も

の
づ
く
り
サ
ス
テ
ナ
フ
ェ
ア
」

が
７
月
23
日
、
札
幌
市
で
開
催

さ
れ
た
。
「
も
の
づ
く
り
」

「
環
境
／
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
「
Ｉ
Ｔ

／
Ｄ
Ｘ
」
な
ど
九
つ
の
ゾ
ー
ン

に
、
道
内
企
業
を
中
心
に
１
５

３
者
が
出
展
。
物
流
関
連
で

は
、
輸
送
や
倉
庫
作
業
の
効
率

化
、
環
境
保
全
に
向
け
た
機
器

な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

北
海
道
物
流
開
発
（
斉
藤
博

之
会
長
、
札
幌
市
西
区
）
は
、

軽
貨
物
運
送
事
業
者
向
け
の
大

ち
を
言
葉
だ
け
で
は
な
く
、
こ

う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
伝

え
る
こ
と
で
、
働
く
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て

く
れ
た
ら
う
れ
し
い
」
と
話
し

て
い
る
。

し
て
良
か
っ
た
と
思
う
」
な
ど

と
笑
顔
を
見
せ
た
。

岩
部
氏
は
「
社
会
情
勢
や
世

の
中
の
課
題
な
ど
を
敏
感
に
察

知
し
、
社
員
が
喜
ぶ
こ
と
を
模

索
し
続
け
た
い
。
感
謝
の
気
持

ー
ツ
ド
リ
ン
ク
、
お
茶
な
ど
を

手
渡
し
た
。

受
け
取
っ
た
社
員
は
「
最
近

は
コ
メ
が
高
い
の
で
と
て
も
助

か
る
」
「
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

あ
る
度
に
、
こ
の
会
社
に
入
社

設
会
場
を
準
備
。
岩
部
社
長
が

終
業
後
の
社
員
一
人
ひ
と
り

に
、
日
頃
の
業
務
に
関
す
る
感

謝
や
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か
け

た
後
、
北
海
道
の
ブ
ラ
ン
ド
米

「
な
な
つ
ぼ
し
」
５
㌔
と
ス
ポ

し
、
昨
今
、
大
幅
な
価
格
高
騰

が
叫
ば
れ
る
コ
メ
と
熱
中
症
対

策
に
役
立
つ
飲
料
の
配
布
を
決

め
た
。

同
日
、
札
幌
厚
別
営
業
所

（
厚
別
区
）
の
休
憩
室
に
、
特

会
、
忘
年
会
と
い
っ
た
参
加
費

無
料
の
社
内
イ
ベ
ン
ト
な
ど
様

々
な
企
画
を
行
っ
て
き
た
。

働
き
や
す
い
職
場
や
更
な
る

人
材
の
定
着
を
目
指
し
、
今
年

度
は
取
り
組
み
を
強
化
。
社
員

が
困
っ
て
い
る
こ
と
や
必
要
な

も
の
を
社
会
情
勢
な
ど
も
考
慮

こ
れ
ま
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
の

ホ
ー
ル
ケ
ー
キ
や
節
分
の
恵
方

巻
、
季
節
に
合
わ
せ
た
お
弁
当

な
ど
の
配
布
に
加
え
、
お
花
見

や
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
、
ビ
ン
ゴ
大

た
。そ

の
後
、
参
加
者
は
俊
敏
性

を
測
定
す
る
「
ク
イ
ッ
ク
ア
ー

ム
」
「
ク
イ
ッ
ク
キ
ャ
ッ
チ｣



車
の
死
角
を
確
認
す
る
Ｖ
Ｒ

（
仮
想
現
実
）
ゴ
ー
グ
ル
、
運

転
中
の
危
険
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
六
つ
の
企
画
を
体
験
。

ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
み
な
が

ら
、
自
身
の
身
体
機
能
の
チ
ェ

ッ
ク
や
交
通
ル
ー
ル
の
再
確
認

を
し
た
。

終
了
後
は
、
交
通
標
識
を
使

っ
た
ビ
ン
ゴ
大
会
や
食
事
会
も

行
っ
た
。

（
高
清
水
彩
）

画
を
た
く
さ
ん
用
意
し

た
。
時
間
の
許
す
限
り

体
験
し
、
一
緒
に
交
通

安
全
の
輪
を
広
げ
よ

う
」
と
あ
い
さ
つ
。

講
話
で
は
、
北
警
察

署
の
大
友
貴
志
・
交
通

第
一
課
企
画
係
長
が
道

内
の
事
故
発
生
状
況
や

道
路
を
横
断
す
る
際
の
注
意
事

項
な
ど
を
解
説
し
た
ほ
か
、
安

全
啓
発
ビ
デ
オ
の
上
映
を
行
っ

止
に
向
け
た
事
業
を
推
進
し
て

い
る
。
当
事
業
は
今
回
で
20
回

目
。
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
企

札
幌
地
区
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

札
幌
北
支
部
（
本
間
雅
実
支
部

長
）
は
７
月
24
日
、
札
幌
北
警

察
署
と
共
催
で
、
交
通
安
全
事

業
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
交
通

安
全
」
を
開
い
た
。
地
域
の
高

齢
者
１
０
０
人
が
参
加
し
、
交

通
安
全
に
つ
い
て
学
ぶ
様
々
な

企
画
を
体
験
し
た
。

本
間
支
部
長
が
「
当
支
部
で

は
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安

心
な
社
会
を
目
指
し
、
事
故
防

支
局
の
久
原
賢
一
支
局
長
を
講

師
に
招
き
、
経
営
者
研
修
会
を

開
い
た
。

開
会
に
当
た
り
、
森
支
部
長

が
「
今
日
は
、
行
政
に
我
々
の

声
を
直
接
届
け
ら
れ
る
貴
重
な

機
会
。
『
新
物
流
２
法
』
な
ど

に
つ
い
て
も
お
話
を
い
た
だ

く
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
同
支

部
が
継
続
し
て
い
た
会
員
の
交

通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
が
６
月
に
途

絶
え
た
こ
と
を
報
告
し
、
「
改

め
て
交
通
安
全
に
取
り
組
ん
で

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け

た
。久

原
氏
は
物
流
に
関
す
る
最

近
の
法
改
正
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
た
。
研
修
会
後
に
は
納
涼

会
も
開
い
た
。

（
朽
木
崇
洋
）

札
幌
地
区
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

札
幌
豊
平
支
部
（
森
範
幸
支
部

長
）
は
７
月
18
日
、
札
幌
運
輸

（
チ
ャ
オ
ヤ
ン
）
」
を
販
売
す

る
ヨ
ロ
ズ
物
流
（
新
谷
剛
社

長
、
大
阪
府
富
田
林
市
）
と
ロ

ジ
コ
ム
（
小
山
幸
也
社
長
、
仙

台
市
若
林
区
）
な
ど
、
提
携
企

業
の
Ｐ
Ｒ
も
行
っ
た
。

（
朽
木
崇
洋
）

織
管
理
教
育
事
業
部
の
高
橋
信

行
部
長
が
Ｊ
Ｌ
奨
学
生
制
度
に

つ
い
て
、
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
企
画

室
の
永
吉
大
介
室
員
が
Ｊ
Ｌ
認

証
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明

し
た
。
中
国
製
の
ト
ラ
ッ
ク
用

タ
イ
ヤ
「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｎ
Ｇ

は
日
本
で
の
就
労
を
希
望
す
る

人
が
多
く
、
言
語
や
文
化
も
近

い
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
２
０
２
４
年
度

の
取
引
高
の
前
年
度
比
や
社
会

貢
献
活
動
な
ど
に
関
し
て
、
単

協
・
組
合
員
企
業
を
表
彰
。
組

つ
つ
、
仲
間
と
と
も
に
歩
ん
で

い
こ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
Ｊ
Ｌ

連
合
会
の
迫
慎
二
会
長
も
積
極

的
な
運
賃
交
渉
な
ど
を
呼
び
掛

け
た
。

北
中
氏
は
外
国
人
材
の
必
要

性
が
高
ま
る
中
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

開
会
に
当
た
り
、
細
貝
本
部

長
が
物
流
に
関
す
る
最
近
の
法

改
正
な
ど
に
つ
い
て
触
れ
、

「
業
界
は
大
き
く
変
化
し
て
い

る
が
、
や
る
べ
き
こ
と
を
し
っ

か
り
や
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
。
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り

日
本
ロ
ー
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
協
同
組
合
連
合
会

（
Ｊ
Ｌ
連
合
会
）
の
北
海
道
地

域
本
部
（
細
貝
大
衛
本
部
長
）

は
７
月
26
日
、
地
域
本
部
大
会

を
開
い
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら

海
外
へ
の
人
材
送
り
出
し
機
関

「
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
ユ
ニ
テ
ィ
」

グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
最
高
経
営

責
任
者
）
の
北
中
彰
氏
が
講
演

し
た
。
外
国
人
雇
用
に
取
り
組

む
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
（
埼
玉
県

所
沢
市)

の
野
中
章
男
社
長
弘

和
通
商(

札
幌
市
東
区)

の
長
谷

川
朋
弘
社
長
を
交
え
て
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
い
、

両
社
の
取
り
組
み
を
聴
い
た
。

（
面
担

三
田
澪
）

ト
な
ど
を
扱
う
計
画
も
あ
る
。

交
通
安
全
や
今
後
本
格
実
施

さ
れ
る
業
務
前
自
動
点
呼
を
テ

ー
マ
に
、
広
報
教
育
に
も
力
を

入
れ
て
い
く
。

阿
部
氏
は
栗
林
グ
ル
ー
プ
の

苫
小
牧
栗
林
運
輸
（
栗
林
秀
光

社
長
、
北
海
道
苫
小
牧
市
）
で

港
湾
運
送
事
業
に
長
年
携
わ
っ

た
後
、
21
年
に
栗
林
海
陸
輸
送

（
栗
林
和
徳
社
長
、
同
）
に
移

籍
し
た
。
「
人
手
不
足
や
高
齢

化
は
、
港
湾
運
送
に
も
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
に
も
共
通
の
課
題
。
成

り
手
を
確
保
す
る
に
は
給
与
体

系
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
物

価
高
騰
の
影
響
も
大
き
い
。
荷

主
と
の
交
渉
に
役
立
つ
情
報
も

提
供
し
た
い
」

（
朽
木
崇
洋
）

25
年
度
は
、
帯
広
へ
の
ダ
ン

プ
の
拠
出
を
再
開
で
き
る
見
込

み
。
Ｅ
Ｔ
Ｃ
事
業
に
関
し
て

は
、
更
な
る
利
用
拡
大
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、
車
両
制
限
令

な
ど
法
令
順
守
に
向
け
た
周
知

も
徹
底
す
る
。
６
月
か
ら
職
場

の
熱
中
症
予
防
対
策
が
義
務
化

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
物
販
事

業
で
新
し
く
フ
ァ
ン
付
き
ベ
ス

加
入
。
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
の
共

同
配
車
事
業
や
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
カ
ー
ド
事
業
、
物
品

販
売
事
業
な
ど
を
展
開
す
る
。

近
年
は
組
合
員
か
ら
の
賦
課
金

を
徴
収
せ
ず
に
運
営
を
続
け
て

い
る
。

２
０
２
４
年
度
は
ド
ラ
イ
バ

ー
の
労
働
時
間
の
規
制
強
化
の

影
響
が
見
ら
れ
た
。
年
間
を
通

し
て
高
速
道
路
の
利
用
が
増

え
、
全
体
の
利
用
額
が
23
年
度

比
５
・
６
％
増
え
た
。
一
方
ダ

ン
プ
の
共
配
事
業
で
は
、
帯
広

地
域
の
ビ
ー
ト
輸
送
で
条
件
が

合
わ
ず
、
車
両
を
拠
出
で
き
な

か
っ
た
。

「
室
蘭
地
区
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
鈴
木
勝
会
長
）
や
同
苫
小
牧

支
部
（
門
脇
考
靖
支
部
長
）
と

連
携
し
、
組
合
員
を
支
援
し
て

い
く
」
と
話
す
の
は
、
苫
小
牧

地
区
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

の
阿
部
敬
史
理
事
長
（
55
、
栗

林
海
陸
輸
送
）
。
５
月
の
総
会

で
就
任
し
た
。

同
協
組
に
は
組
合
員
51
社
が

苫小牧トラ協組理事長

阿部 敬史氏

熱中症対策 ファン付きベスト検討

室
ト
協
と
連
携
し
支
援

「
女
性
の
力
は
今
後
ま
す
ま

す
重
要
に
な
る
」
と
四
戸
部

会
長

い
わ
べ
物
流
（
岩
部
俊
社
長
、
札
幌
市
西
区
）
は
、
季
節

や
経
済
情
勢
に
合
わ
せ
て
社
員
に
食
料
品
を
配
布
し
た
り
、

食
事
会
を
行
っ
た
り
す
る
独
自
の
イ
ベ
ン
ト
「
ス
タ
ッ
フ
感

謝
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
を
不
定
期
で
開
催
し
て
い
る
。
７
月
16
日
に

は
、
物
価
高
騰
と
熱
中
症
の
対
策
と
し
て
、
全
社
員
に
コ
メ

と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
を
配
布
し
た
。

（
高
清
水
彩
）

社
員
に
コ
メ
を
手
渡
す
岩
部

社
長
㊨

中
村
選
手
と

ド
ー
レ
く
ん

北
海
道
物
流

開
発
が
展
示

す
る
軽
貨
物

運
送
事
業
者

向
け
の
大
型

車
載
用
保
冷

ボ
ッ
ク
ス

「
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り

つ
つ
、
仲
間
と
と
も
に
歩
ん

で
い
こ
う
」
と
細
貝
本
部
長

いわべ物流

不
定
期
実
施

コ
メ･

飲
料
配
布

カネタＧ 工場の施設見学も

シズナイロゴス

児童対象に社会科見学会
地元サッカー選手登場

も
の
づ
く
り
サ
ス
テ
ナ
フ
ェ
ア

も
の
づ
く
り
サ
ス
テ
ナ
フ
ェ
ア

輸
送･

倉
庫
作
業
の
効
率
化


者
出
展

保
冷
ボ
ッ
ク
ス
な
ど

十
ト
協
ダ
ン
プ
部
会
と
農
産
部
会

繁
忙
期
の
法
令
順
守
徹
底

農
作
物
輸
送
取
り
扱
い
聴
く

高齢者が交安学ぶ
札ト協北支部

俊敏性測定など体験

「
今
日
は
行
政
に
我
々
の
声

を
直
接
届
け
ら
れ
る
貴
重
な

機
会
」
と
森
支
部
長

「
ク
イ
ッ
ク
キ
ャ
ッ

チ
」
を
体
験
す
る
参

加
者

豊平支部

法
改
正
な
ど
聴
く

改
め
て
交
安
取
り
組
み
を

Ｊ
Ｌ
北
海
道
本
部

外
国
人
雇
用

取
り
組
み
聴
く

全
ト
協
女
性
部
会
北
海
道
Ｂ
大
会

全
ト
協
女
性
部
会
北
海
道
Ｂ
大
会

業
界
発
展
の
一
助
へ
協
力
を

「
中
古
ト
ラ
ッ
ク
大
商
談

会
」
と
し
て
３
５
０
台
超
を

展
示
（
７
月
25
日
）
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